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今回の学会ではNora Newcombeによる “Developing an integrated mind”と題する講
演，シンポジウムとして，Arthur Shimamura らの企画による“Psychocimatics: Exploring 
cognition at movies”， Laura Carlsonらの企画による“Wayfinding in the Seattle Public 







発表は, 11月5日の夕方に設定された。今回の発表は, 大学院生の小林晃洋くん, 石川健太くんと
の共同研究の一部であった。図1の写真にあるように体育館のような広い会場において, ポスター 形
式で発表を行った。この写真には写っていないが, 夕方のポスター セッションでは, 有料ではあるが
ビールやワインも振る舞われ, アルコールを片手に議論が行われる。
今回のわれわれの発表では, 近年の進化心理学で注目を浴びている「裏切り検知」を取り上げ
た。人間社会には, 協力・協調しあい, 互いに利益を与えあう互恵的利他行動が, 文化に関わらず, 
およそ普遍的に観察される。このような利他行動は, 自分だけが利益を得て, 相手に返さない「裏
切りもの」が存在すると, 進化できない。従って, 進化心理学では, このような利他行動における裏
切りものを検知する心的なメカニズムを, 人間が生まれつき備えていると考える（だからこそ, このメカ
ニズムが進化した）。実際, われわれは裏切り行為や, 裏切りものに敏感である。これは裏切り検知
メカニズムを, われわれが有しているためかもしれない。しかし, 日常の生活で, 裏切り検知は決して
完璧ではない。われわれは, 日常生活でもしばしば騙されるし, 裏切られる。新聞には, 詐欺や横領, 
場合によっては殺人に発展するような深刻な裏切り行為が数多く報道される。今回の研究では, な
ぜ裏切り検知が完璧ではないのか検討がなされた。この研究では, 仮想的な貨幣をやりとりする経
済ゲームを用い, 相手に対して裏切り行為をするものと, しないものを区分した。そして, 彼らの顔写
真を用い, 表情の比較を行った。その結果, 裏切り行為をするものは, そうでないものに比べ, 豊か
な表情をしていることがわかった。また, この豊かな表情が, 見た目の信頼感に影響していることが
示された。従って, 裏切りものは, 彼らの豊かな表情を, 言わば悪用することで, 裏切り検知を巧みに
逃れている可能性が示唆された。
今回の研究は, 顔写真を刺激として使い, 裏切りという日常に関連したトピックを扱った。そのため, 
専門家以外にも数多くの研究者がポスター に訪れた。多くのコメントや質問があり, たいへんに盛況
であった。さらに, 今回われわれが使用した刺激を使った共同研究の提案を受けるなど, 今後の発
展を考える上でもとても有意義な学会参加となった。
図１　Psychonomic Society における学会発表の様子
